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2018年8月作成※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

キク編

高温期です！この時期は立枯れ症状､ハスモンヨトウ､オオタバコガにご注意ください！

オオタバコガは生長点を食害するため、出荷できなくなります。成長すると芽に潜り薬剤の効果が低下
するため、若齢幼虫期の防除を徹底しましょう！
また先月に引き続きハダニ類、アザミウマ類も発生しますので定期的な薬剤防除を行いましょう。
立枯れ対策には定植前の粒剤、もしくは薬剤の灌注を行いましょう ※先月号ご参照ください。

定
植
時

立枯病（ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌） ユニフォーム粒剤
18kg/10a  土壌表面散布
定植時または生育期/3回

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 プリンス粒剤
6kg/10a 植溝土壌混和
定植前/1回 ※総回数注意

破
蕾
期

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ウララ50DF
5,000～10,000倍
発生初期/6回

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
ﾊﾀﾞﾆ類

アグリメック
500倍
発生初期/5回

発
蕾
期

ﾊﾀﾞﾆ類 カネマイトフロアブル 1,000～1,500倍 ー/1回

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ディアナSC
2,500～5,000倍 発生初期/2回
※ｺﾅｼﾞﾗﾐ類2,500倍

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類､ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 コルト顆粒水和剤 4,000倍 発生初期/4回

消
灯
時

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

フェニックス
顆粒水和剤

2,000～4,000倍
発生初期/4回
※ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞは2,000倍

ﾊﾀﾞﾆ類
ダニコング
フロアブル

2,000倍
発生初期/1回

※地域の防除事例を基に作成しています(輪菊栽培)。品種、栽培条件によっては薬害が発生する場合がある
ためご注意ください。展着剤、葉面散布剤などを加用する場合もご注意ください。

※白さび病の出やすい圃場にはﾋﾟﾘｶｯﾄ乳剤やｴﾑﾀﾞｲﾌｧｰ等の殺菌剤を定期的に散布することをおすすめします！

生
育
初
期

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾖﾄｳﾑｼ類
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ､ﾊﾀﾞﾆ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ､ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ

コテツフロアブル 2,000倍 発生初期/2回

ﾊﾀﾞﾆ類 ニッソラン水和剤 2,000～3,000倍 －/2回

登録適用拡大情報

花卉類･観葉植物
ハダニ類

2,000倍 100～300L/10a
発生初期/1回

グリシンベタイン新配合！

優れた展着性と浸透性
葉やけ防止に！

1,000倍
葉面散布

高温による穂や苗の腐りや
草勢維持におすすめ！

茶葉から摘出した植物活力資材

1,000倍
葉面散布もしくは
どぶ漬け時に
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